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串　「地域の医療を考える」は休みます。
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図書館構想と現状
野　崎　光　洋
串申串串串B車中尊卑串申中卒卒中申串串串中卒卒中申申串串串串串申申串串串串*串串串串ぢ呼電導申申申中卒串申串
今年は本学創設10周年を迎え、図書館も新館竣工後5年になる。この機会に、図書館の創設に携
わった者の1人として、当初の図書館構想を振返り、現状を見つめてみたい。
情報化時代に新しく設立する本学図書館として、出来るだけ新しい情報システムを備えた近代的
な図書館にしたいというのは創設に携わった者全員の念願であった。
幸い、本学図書館は美しい環境に設立され、内部設計も明るく機能的とお褒めの言葉をいたヾく
と我が子が褒められた様で嬉しい。しかし、本来静寂であるべき図書館で自由閲覧室の騒音に対す
る苦情が多いのは由々しい問題である。雑談を容認した自由閲覧室の構想自体決して悪いとは思わ
ないが、それが騒音の原因になっているのであれば、早急に対策を講じるべきでなかろうか。
情報化時代とはいえ、図書館の基本的な使命は今も昔も変りはない。たヾ、爆発的に増加する情
報を処理するための機械化の発展と資料形態の多様化という点で従来の図書館とはかなり様相を異
にしてきた。機械化といっても図書館業務と情報検索の2つに分けられる。図書館業務に対しては、
本学のような小鳩模図書館にはメリットがないとの判断と、創設当時、他の業務が忙しく時間的に詳
しく検討する余裕のないまヽ当面は見送ることとした。一方、情報検索に関しては、日本科学技術
情報センターにより開発されて間もないオンライン文献検索システム(JOI S)をいち早く導入
した。年々利用率が増加している由、喜ばしい事である。ちなみに、国立大学でJOI Sを導入し
たのは本学は阪大、東大、千葉大に次いで4番目であるが、現在医科系の大学図書館では65大学に
ものぼると聞いている。
従来、情報形態は殆んどが印刷物であったが、上記の文献検索のためのデータベースも情報形態
の1つであり、その他、マイクロフィルム、フイルム、スライド、テープ、ビデオ等と多様化して
きた。当時、文部省もリーダープリンター購入費を別途配分するなどして、資料のマイクロ化を推
奨したが、雑誌のバックナンバーをマイクロ化することには利用者からの反対の声が強く、取止め
ることとした。しかし、教育効果を上げるために視聴覚資料が有効であるとの教育的見地から、全
学的に視聴覚資料を積極的に収集する方針がとられた。図書館としても、視聴覚室を設け、スライ
ド、ビデオ等の資料と視聴覚機器を積極的に取入れた。ビデオ資料の数は国立大学の中では全国一
だそうである。これらは新しい図書館の目玉の一つとして見学者を引つける効果はあった。しかし、
本学学生の教育あるいは学習に充分利用されているかどうかは甚だ疑問である。図書館で聞いてみ
たところ、スライドは殆んど利用されていない、ビデオは限られた一部の学生にのみ利用され、全
般には普及していないとの事である。宣伝の不足か、資料の不足か、あるいは定着するまでに
まだまだ時間がかかるのか、再検討を要する時期ではなかろうか。いずれにしても、視聴覚資料
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はあくまで教育、学習の補助的なものであり、印刷物の利用が圧倒的に多いのはむしろ当然であろ
う。
利用者があっての図書館であり、利用者の要求は時とともに変化する、限られた予算枠内で、利
用者の声を反映させ、たえず資料の見直しをするのは大変な作業である。しかし、円滑な図書館運
営にとって欠かせない事でもある。今後の図書館の益々の発展を心から期待する。
(元附属図書館長、生化学第-講座教授)
≪パソコ　ン余話≫
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ディスケットのデータが消えた日
其　の　-
それは、 6月末のムシムシする夕方でした。座っているだけで汗がにじみだしてくる不快指数80はあろ
うかという夕方でした。ディスク・ドライブの作動音もこころなしか疲れているような音をたてていました。
遠くで雷鳴がしているかなと思うまもなく、頭上で「ドーン」と一発・ ・ ・
あわてた私が患いのか、はたまた雷様のなせる技か、電源を落して雷の通過を待った後でブートしたところ-
「Bad allocation table」 (ディスケット内部のFATが壊れている)
こんなことがあろうかと、かねてよりデータを2枚のディスケットに同時に記録しておいたのです。
壊れたディスケットをとりあえず初期化してと、あざやかな指さばきでヒョイ・ヒョイと・・・。
しまった! I I
正常な方を初期化してしまった。と気がついたのは後の祭り。
ディスケットのデータを直接読み出しては写し換え、読み出しては写し換え、レコードを並べ換えて正
常な状態にもどったのはそれから1週間後のことでした。
其　の　二
使い初めて30分程たった噴、なんのまえぶれもなく突然ディスプレーから光が消滅したのです。
隣のPC-1-0 0も同じように静まりかえったのです。冷却フアンのうなりも今はなくあたりに一瞬静
寂が訪れました。つぎの瞬間、電源のコンセントがぬかれていることを発見したのです。電気ノイズ・フ
ィルターで集中配線しているそのおおもとのコンセントがはずされたのです。
しばらく、たちなおれませんでした・ ・ ・。
教　　訓
あわてるな、急ぐ貴方に事故の影
慣れた道、おもわぬところに落し穴
怖いもの、地震・雷・火事・sk x　*:
この一文を読まれて、いかがだったでしょうか。 1枚のディスケットは、数十枚の書類に匹敵しますが、
消え,る時は、本当に一瞬の出来事で、一瞬の間に消滅してしまいます。大切なデータを、慎重の上に慎重
を重ねて取り扱っても、消えてしまう時もあるものです。 (育)
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特　別　寄　稿
古代官僚人の服務について
桑　村　　　隆
去年の梅雨明けの頃、ある御婦人から「古典大系　日本の指導原理」なる本のカタログを示され、
その挿絵の艶やかさと古人の筆跡に見入っているうち買うはめになってしまった。高価なのと月賦
の長いのにはしばらくの間後悔もしたが、それも忘れた頃小さなダンボール箱がつぎつぎと届いた。
最後のものは今事務机の下で時折足をのせたりしている。
「公道の根本」と云う標題でその第-巻を最近それとなく読みだした。読んで行くとなかなか面
白い。 「聖徳太子憲法十七条」が解説されているのである。
我が国の法の最初のものとして6 0 4年に成.文化されたこの古代法は、宗教・道徳が法規範と同
化したもので、近代法の形態とは比較にならぬ程未分化ではあるが、各条文を見ると近代政治
思想の原則が素朴な表現で書かれ、古代官僚の服務が実に身近かに感ずるから不思議なものである。
御存知の方もあると思うが、以下に引用しながら、.その概略を追うこととしたい。
岩E3*]　　　　　　　　円
、第-条には「和を以って貴Lと為し、件うことを無善を宗と為よ。人骨党有り、亦連れる者少な
また　　　　たが　　　　　　かみやわ　　　trつ　　　あLfつら　かな
し、是を以て、或いは君父に順はず、乍、隣里に達ふ。然れども、上和らぎ下睦びて事を論ふに譜
t:り　　　　かよ
ふときは、則ち事理自づから通ふ。何事か成らざむ。 」とある。即ち「和を貴び、対立がないよう
SEE
にせよ。人は皆仲間をもっており、また道理をよく弁えている者は少ない。それ故に、君主や父親
に従順でなかったり、また近隣や村里の風習に違ったりする。しかしながら、上の者は、下の者と
調和し下の者は上の者と睦まじくして物事を論議し整えば、物事の道理も自然と通じるものだ。調
印すればどうして何事も成らぬことがあろうか。 」と云う意である。 「以和為貴」は、古来よりよ
く使われている言葉で中国の北斉(5 5 0-5 7 7)の時代からと云われている。
[蝣imasロ　　　　　　　Pf^^r;
ついで、目ぼしい条文を拾い上げていくと、第4条に「郡卿百寮、礼を以って本と為よ。 -」と
ある。いわゆる「全ての官僚は、礼を基本とせよ。 」という。次の条文は、 「食をむさぼったり、
財をむさぼったりすることなく、訴訟は公明に決断せよ。 」といっている。更にその次には、 「悪
い行いを惑しめ、重い行いを励ます」いわゆる勧善懲悪を説いている.第8条にはこんな条文もあ
るo r郡卿百寮、早く載りて貫く退れ、公の事、藍虚し、終日尽くし難し、是を以て遅く朝るとき
すみやか　　およ
は急なるに逮ばず、早く過るときは必ず事尽きず。 」即ち、 「全ての官僚は、早く出勤して遅く退
勤せよ。公の事柄には、暇というものはなく、一日中かかってもしつくすということはない。それ
故に、遅く出勤したら、緊急の用事に間に合わない。早く退勤したならば、必ず事務にやりのこし
があるものだ。 」と云うのである。古代人の出勤時間は、夜明けから日の暮れまでと、大変大ざっ
いかり　　いかり
ばなものであったらしい。第10条はまた面白い。 「十に日く、念を絶ち幌を棄てて人の達ふを怒ら
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ざれ。人骨心有り。心各々執れること有り。彼是とすれば即ち我は非とす。我是とすれば即ち彼非
とす。我必ず愚に非ず。彼必ず愚に非ず。共に是凡夫のみ。是非の理鮎、轟く定むぺけん。相共に
榊ね　　な　　　　ここ　　　　　いか　　いえど　　　　　　あやま
賢く愚かなること、鏡の端完きが如し。是を以て彼天晴るとも雌も、還りて我が失りを恐れよ。我
括HE
独り得たりと錐も、衆に従ひて同じく挙へ。 」いわゆる「心の怒りを絶ち顔面の怒りを棄てて、か
つ人の間違いに対しても怒らないようにせよ。人にはみな心があるし心には物事に固執する性質が
ぜ
ある。他人が是とするものを自分は非とし自分が是とすれば他人が非とする。しかし、自分が必ず
しも聖人であるというわけでもなく、他人が必ずしも愚人であるというわけでもなく共に普通の人
間なのである。ある事柄が是あるか非であるかということを誰がいったい正しく定めることができ
ようか。賢いとか愚かであるかは、首輪にはしがないのと同じく結局は程度の差にすぎない。それ
故に他人が怒ったときにはかえって自分に過ちがないかどうか恐れよ.また自分一人で正しいことを
得たとしても衆議にかけて相談し、皆と一緒に行うようにせよ。 」というのである。日常の身近か
な心の持ち方の問題であります。最後の十七条の条文は、なかなか含蓄ある民主政治の基本をうた
った条文です。 「夫、事独り断むべからず。必ず衆th盗63バし。小事は、是軽に必ず衆とすべから
ずO唯大事を論ふに蔑んでは若し失り有るを疑ふ。故に衆と等拝ふるときは、翫隅理を得る。 」
とし、即ち「物事は決して一人で判断してはならない。必ず多数の者と一緒に論議せよ。さほど重
要でないことは必ずしも多くの者と議論する必要はないが、大事なことは一人で判断したら誤るこ
とがあるかも知れないので多数の者と衆議をすれば、道理を得た判断をすることができるJというO
古代法は、法といっても宗教的・道徳的要素が強いものであるが、統治の基本原則を規定した成
文法と云われている。この法を実施するうえに細則的な規定が律令の令として制定されていた。比
較的内容が判明出来るのは、養老二年(7 1 8年)に撰定された養老律令と云われ、その令に当る
「考課令」がある。その内容は、官僚の勤務評定及び採用試験に関することが規定されている。
その第-条には「凡そ内外の文武官初位以上は、年ごとに当司の長官其の属官を考せよ。考すべ
ESi
き者は皆具に-年の功過能を録して、並び集めて対読せよ。 -」とある。 「内外の文官・武官の初
位以上は、毎年各部局の長官がその部局の次官以下の勤務評定を行え。勤務評定をすべき者につい
ては、その一年間の功過行能を具体的に記録し、なお一様に本人に対して読み聞かせよ。 ～Jといっていも
勤務評定は、まことに厳しく、官位によって評定基準を異にするが、一般官僚は9段階に分れて
いる。その下位の評定について分りやすいので掲げる。
そむ　　　　　　せ
第50条の後段に「愛憎情に任せて処断理に背けば、下上と為よ。公に背き私に向ひ、職務凝れて
鼠すれば、下中と為よ。官に居T～f緑昇り、及び葺鼻状有らば、下下と為よ。 ～」即ち、愛憎を心
にまかせて処断を行い道理削こ背けば、下上とせよ。公けに背いて私事に向い職務に不備があれば、
下中とせよ。役所にいぞ軌、晋も、ぁるいは、私事を肥やすなど欲深く心きたない状態を、下下と
せよ。 」と云うことである。古今問わず汚職・収賄は、やはり下の下なのである。
中央集権的国家の最初の法は、古代官僚人の執務態度が素直に表現され,職場での服務上の問題
として考えさせられた。
かくして、足もとに置いてあるダンボール箱、最近とみに気になってきたわけである。
(事務局庶務課)
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教室めぐり〔11〕
精神医学教室のあゆみ
‥精神医学構座‥-こ=
我々の精神医学教室は自然科学的立場に基づ
く診療・研究を行っています。従来の精神医学
では長い経験と研ぎ澄まされた直感力を偏重す
る傾向がありますが、これのみでは科学として
の精神医学は発展せず、また、教育や他科との
相互理解にも防げになると思われます。
この方針に沿って、我々は精神障害を科学的
な方法でいかに鯵断するかという問題から着
手しました。この中で、臨床精神病理学の再評
価と精神障害の生物学的基盤に関する研究を軸
として現在群発に珍癖と研究が進められていま
す。臨床精神病理学の再評価の手掛りとして、
1 98 0年にアメリカ精神医学会から出版され
たDSM-Ⅲ (精神障害の分類と診断の手引・第
3版)の翻訳を行い、この翻訳本は医学書院か
ら出版されています。この診断法では操作的基
準を用いて、複雑な要因と関係する精神障害を
5層から評価する斬新な方法を採用しており、
我国のみならず、世界的な話題となっています。
この診断基準が国際的なものであるかどうかは
今後の研究を必要としますが、我々は全国の7
大学と共同してDSM- HIの適用上の問題を検討
し、さらに、我国の精神医療の立場から診断基
準の再検討を進める組織も作っています。これ
により、症状評価が明確にされ、精進科医問の
みならず、内科医や外科医にも理解できる診断
法が確立されると思います。
精神障害の生物学的基盤に関する研究は精神
薬理学、神経内分泌学、精神生理学、神経化学
などの広い領域に及んでいますが、さらに、昭
和58年11月より東京都神経研究所から高橋清久
中　村　道　彦
先生が助教授として着任されて、時間生物学も
新たな研究分野として加わりました。現在、教
室全体では感情障害の病因と病態に関係する研
究が主要なテーマで、昭和56年来、厚生省神経疾
患研究班に属しています。例えば、炭酸リチウム
による腺病治療、デキサメサゾン抑制試験による
うつ病診断、事象関連電位によるうつ病分類、う
つ病における脳内インドール体の測定、感情障
害の概自リズムなどの研究が群発に行われていま40
日常診療ではDSM-1による診断の他、病像
や社会的背景の経過を客観的に評価するために
POSと積極的に取り組み、また、研修医の卒後
教育にも利用しています。さらに、精神療法に
関する技法を修得し、患者の精神力動的問題の
理解を深めるため、京都大学の藤縄昭先生と東
京都精神医学研究所の石川義博先生に隔月に特
定の入院患者についてセミナー形式で症例検討
会を開いています。
学外診療施設との関係もまた大学の珍癖には
不可欠であるため、県下5施設から成る精神病
院協会と密接な協力関係を持ち、今日、患者の
相互的紹介の他、身体的合併症を持つ患者の受
け入れも積極的に行っています。また、県下の
6病院とこの4年来、毎夏、 「琵琶湖カンファ
レンス」を開催して、医師間の親睦を図ると伴
に、大学の研究成果や病院の症例報告を通じて、
知識の交流も行っています。
このように我々の教室では地域精神科医療に貢
献すべく努力すると伴に、真に科学的な精神医学
を基礎として優れた精神科医の育成にも情熱を傾
けています。 (講師・医局長　中村　道彦)
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近代医学の名著
DenkerとBruningsの耳鼻咽喉科単音
友　吉　唯　夫
今世紀の耳御国喉科学の名著として、 Alfred I〕enkerとWilhelm Briiningsの'Lehrbuch
der Krankheiten des Ohres und der Luftwege〝　を挙げることに異をとなえる人は少ない
と思う　DenkerはHalle大学教授、 Brimingsは初版時Jena大学、のちにGreifswald大学に
転じ教授を勤めた。両大学とも現在はドイツ民主共和国にある。
本書の初版は1912 (明治45)年、Gustav Fischer社より出た　1923年には第9版
が出ているO総アート紙、ページ数7 0 9に、 3 5 5の付図を含んでいて、嫡牛管の図をみても、
今から6 0年以上前の書物と思えぬほど鮮明である。音声異常の部分を除けば、全部両教授の執筆
であり、現在の多くの教科書のような多著者分担執筆ではない　Denkerは鼻咽喉外科の権威であ
り、独特の手術鉄を考案しているが、何よりも教育者として、また教科書や全書の編集者として有
名である。
いっぽうBrliningsは温度性眼球振とうの研究や直達喉頭検査に業績を残しており、とくに喉頭
鏡や喉頭検査用患者椅子の開発に功績があった。　　　　　　　　　　(泌尿器科学講座教授)
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古医書へのご招待
折衷派の台頭
蕉窓雑話　和田東部著　文化13年刊、全1冊
導水璃言　和田東部著　文化13年刊、全1冊
すでにこれまでに紹介してきたように桃山時
代から江戸時代初期の医界は、田代三善によっ
て明から輸入された李・朱医派が中心であり、
曲直瀬道三により広く天下に用いられ近方家と
して隆盛していた。ところが江戸時代中期にな
ると、後藤艮山、名古屋玄医によって黄帝内径
や傷寒論などの古典を見直す動きがおこされ、
吾益東洞、中神琴漢などが出て古方家として隆
盛し一世を風摩した。しかし、東洞流の治療は
毒を下し尽くせば病は根治するとの立場をとり
極端に走るきらいがあり、多くの敵をつくった
ことはこれまでにも紹介されてきた通りである。
そこにおいて当然ながら、近方、古方を博く考
証し、これらの長所と短所を取捨選択して中庸
公正の立場をとろうとする人々が現れた。これ
らの人々は折衷派と呼ばれ、多紀種山、それに
今回紹介する京都の和田東郭がその代表人物で
ある。
和田東郭は、江戸中期の寛保3年(1 743)
大阪の高槻において外科医である祇忠を父とし
て生まれた。大阪の戸田旭山(近方家)のもと
に師事し、その後22才で京都の古医方の大家・
吉益東洞のもとに入門した。しかし、東郭は古
方医学のすべてを信じることはなかったようで
あり、医療においては古方・近方にかたよらず
諸家の説を折衷して穏健な医学をつくりあげた。
蕉窓雑話が東郭の折衷医学を理解するために
は最適であるとされている。東郭は医の本質は
筆舌には表わせないと考えていたので、初巻の
巻頭の東郡先生医別の一節だけが東郭自身の筆
で、他はすべて門人の筆記である。本書は五編
より成り文政4年(1821)に出版された。
書名の由来は塾の前にあった芭蕉の下で本書を
筆記したためであると記述されている。本書の
中では東郭の診断法、薬物の使用法などが述べ
られているが、その中をつらぬいているものは
医師は誠を尽くして病人を救うべきだというこ
とである。国学者の平田簿胤が秋田藩主の病気
に対し、四逆散と葛根と蒼札湯を加えたものを
処方し、病気治癒に成功したことが篤胤の日記
に残されているが、彼は東郭の蕪窓雑話に書か
れている処方を用いたことを日記に書き残して
いる。この処方はもともと傷寒論の処方である
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が、東都によって改良されたものであり、この
エピソードは東郭の折衷家としての側面をよく
あらわしているといえよう。
導水碩言は女婿・哲郎の筆記になるもので、
文化2年(1805)に出版された。東郭は水
腫病(浮腫)の治療が困難なため、古人の書物
を読みその治療法を悟るに致った。東郭は水腫
'病は万病の-症像であり、 3つのタイプがある
が、これをよく識別して施薬し加えて食生活を
正しくすれば治療可能であるとしている。また、
水腫病は牌胃の虚よりおこるものであるから、
劇剤は禁忌であるとしている。さらに附録の章
では当時流行していた脚気の治療についても言
及している。
東郭の門下生は1 3 0 0名に及び隆盛をきわ
め東郭は寛政9年には御医となり、その後、法
橋、法眼に叙せられた。
享保3年(1803)に60才にて病没し、京
都鳥辺山延年寺に葬られた。
(産科婦人科・助手)
ことば・ア・ラ・カルト
OrthopとOrthopと
好んで同じ語を並べたのではない。一方はOrthopedics (整形外科学)の、他方はOrthoptics (両
眼視矯正学)の、短縮形として用いられ、いささか区別し稚い事例があったので取り上げた。
この二つの単語はorth (o )が各々"整形タ、 "矯正〝　という意味を形成していることで共通して
いる。ギリシャ語のopdos (orthos ) (真直の、正規の)から由来し、これにもと打aideia (磨
義は"子供の〝 ) 、のちのpedicsが連結したものである。またorthopticsは、 orth (母音の前では
・0.は略)にこれまた"視覚のpを意味するoKXIぷ-OS、即ちopticと連結して用いられている。
orthosと同族のラテン語血:duus 、英語のArduous (厳しい)をみてもわかるようにこれから生
れたorthodoxは、 1 7世紀頃苦業を越えて高速なstatusを確立した神学又は教会の教義等が"正統
な〝思想であるかどうかにもっぱら用いられていた。その後この意味は一般化していき"正常に機能
させる〝意味となって1 9世紀以降多くの新語を形成した。
それらは必ずしも全てがorthotics (又はorthetics ) (矯正学)を示すものではないが、 ortho-
phor由(動眼神経の正常な働き) 、あるいは結婚を意味するgamyに接頭した　orthogamy、ピラミ
ッド"矯正学〝のorthopyramid等、その他化学、結晶学の分野で比較的多くの使用例がある。今日
ではrth(o)のような語は、 ISV (専門語菓)を形成する接頭語として国際的に活躍しているのであ
る。
さて、そのorthopedicsとorthopticsの短縮形についてどの箇所でカットしてよいのか約そ学説は
ない。 「短縮形辞典」 (Elsevier版)によると、前者はorthopで載せているが後者はない。多くの
場合ophthal ( "眼科学〝の短縮形)が用いられるからであろうか。いづれにせよ、短縮形で表現
して判断しえない場合はせめて"正統′に綴ってもらいたい。 (久)
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図書館の活動
6 /4　第53回近親地区国公立大学図書館協議
会総会(奈良女`大)
6/6　第33回近畿地区医学図書館協議会例会
(大阪市立大)
6/13　第9回新設国立医科大学図書館会議
(大分医大・松山市)
6 /14　第31回国立大学図書館協議会総会
・15　(愛媛大)
( 59.6.1 -8.31)
6/22　第21回文献情報センターシンポジウム
(京大)
7 /10　近親地区医学図書館協議会第8回実務
者会議(京大会館)
7/ll-　J工CST (JOIS)研修会
13-17
7 /30　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネ
ットワーク協議会開発委員会(京大)
圃園圏国
・ 10月1日、関学10周年記念日にちなみ、今回特に初代図書館長の野崎教授に寄稿頂きました。図
書館の機能、性格付けと、現況の一端を語って頂きました。
・また、ユニークな視点から、特別寄稿として、事務局の桑村　隆氏に戯いました。 「古代官僚人
の服務について」は、今日でも尚戒めとして生きているようです。
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